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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月23日(2016.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　精製装置ユニットに供給される原料と、前記精製装置ユニットから引き出される少なく
とも１つの生産物流とを有する前記精製装置ユニットを監視する方法であって、
　前記原料および前記生産物流の少なくとも１つの詳細な炭化水素分析を実行する工程を
含む、前記原料および前記生産物流の少なくとも１つを分析する工程であって、前記詳細
な炭化水素分析を実行する工程が、一次元の単一のカラムガスクロマトグラフを利用する
ことを含む、工程と、
　前記詳細な炭化水素分析から一次元アウトプットを得る工程と、
　前記一次元アウトプットを調節する工程であって、多次元ガスクロマトグラフ相当のア
ウトプットを生じる工程と
を含む、方法。
【請求項２】
　前記一次元アウトプットを調節する工程が、前記多次元ガスクロマトグラフ相当のアウ
トプットを生じるために、前記一次元アウトプットに相関行列を適用することを含み、前
記相関行列が、前記特定の精製装置ユニットおよび前記原料の特徴に基づき、前記相関行
列が、さらに、前記特定の精製装置ユニットの前記原料における一次元の単一のカラムガ
スクロマトグラフィおよび多次元のガスクロマトグラフィの両方に基づく、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記多次元ガスクロマトグラフ相当のアウトプットに基づき、前記精製装置ユニットの
操作を最適化する工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記精製装置ユニットが改質装置ユニットであり、前記原料が、処理過程の流れおよび
ナフサ原料の少なくとも１つを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記多次元ガスクロマトグラフ相当のアウトプットが、前記精製装置ユニットの操作を
最適化するためのユニット性能モデルにおけるインプットである、請求項３に記載の方法
。
【請求項６】
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　前記ユニット性能モデルからアウトプットを得る工程と、
　前記ユニット性能モデルからの前記アウトプットに基づき、前記精製装置ユニットの操
作を調節する工程と
をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記精製装置ユニットが改質装置ユニットであり、前記原料が、処理過程の流れおよび
ナフサ原料の少なくとも１つを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記精製装置ユニットからの生産物アウトプットを調節するために、前記多次元ガスク
ロマトグラフ相当のアウトプットに基づき、前記精製装置ユニットの操作を調節する工程
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記精製装置ユニットが改質装置ユニットであり、前記原料が、処理過程の流れおよび
ナフサ原料の少なくとも１つを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記多次元ガスクロマトグラフ相当のアウトプットが、前記精製装置ユニットからの前
記生産物流を変更するために前記精製装置ユニットの操作を変更するためのユニット性能
モデルにおけるインプットである、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ユニット性能モデルからアウトプットを得る工程と、
　前記ユニット性能モデルからの前記アウトプットに基づき、前記精製装置ユニットの操
作を調節する工程と
をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記精製装置ユニットが改質装置ユニットであり、前記原料が、処理過程の流れおよび
ナフサ原料の少なくとも１つを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記原料および前記生産物流のうち少なくとも１つを分析する工程が、前記原料を分析
する工程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記精製装置ユニットが改質装置ユニットであり、前記原料が、処理過程の流れおよび
ナフサ原料の少なくとも１つを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　改質装置ユニットに供給されるナフサ原料と、前記改質装置ユニットから引き出される
少なくとも１つの生産物流とを有する前記改質装置ユニットの操作を最適化する方法であ
って、
　前記原料および前記生産物流の少なくとも１つの詳細な炭化水素分析を実行する工程を
含む、前記原料および前記生産物流の少なくとも１つを分析する工程であって、前記詳細
な炭化水素分析を実行する工程が、一次元の単一のカラムガスクロマトグラフを利用する
ことを含む、工程と、
　前記詳細な炭化水素分析から一次元アウトプットを得る工程と、
　前記一次元アウトプットを調節する工程であって、多次元ガスクロマトグラフ相当のア
ウトプットを生じる工程と、
　前記多次元ガスクロマトグラフ相当のアウトプットに基づき、前記改質装置ユニットの
操作を最適化する工程と
を含む、方法。
【請求項１６】
　前記一次元アウトプットを調節する工程が、前記多次元ガスクロマトグラフ相当のアウ
トプットを生じるために、前記一次元アウトプットに相関行列を適用することを含み、前
記相関行列が、前記特定の改質装置ユニットおよび前記ナフサ原料の特徴に基づき、前記
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相関行列が、さらに、前記特定の改質装置ユニットの前記ナフサ原料における一次元の単
一のカラムガスクロマトグラフィおよび多次元のガスクロマトグラフィの両方に基づく、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記改質装置ユニットの操作を最適化する工程が、前記改質装置ユニットの操作を最適
化するために、前記多次元ガスクロマトグラフ相当のアウトプットをユニット性能モデル
に入力する工程を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ユニット性能モデルからアウトプットを得る工程と、
　前記ユニット性能モデルからの前記アウトプットに基づき、前記改質装置ユニットの操
作を調節する工程と
をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記原料および前記生産物流のうち少なくとも１つを分析する工程が、前記原料を分析
する工程を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　改質装置ユニットから生じる生産物流を調節するために、前記改質装置ユニットに供給
されるナフサ原料と、前記改質装置ユニットから引き出される少なくとも１つの生産物流
とを有する前記改質装置ユニットの操作を変更する方法であって、
　前記ナフサ原料および前記生産物流のうち少なくとも１つの詳細な炭化水素分析を実行
する工程を含む、前記原料および前記生産物流のうち少なくとも１つを分析する工程であ
って、前記詳細な炭化水素分析を実行する工程が、一次元の単一のカラムガスクロマトグ
ラフを利用することを含む、工程と、
　前記詳細な炭化水素分析から一次元アウトプットを得る工程と、
　前記一次元アウトプットを調節する工程であって、多次元ガスクロマトグラフ相当のア
ウトプットを生じる工程と、
　前記改質装置ユニットからの前記生産物流を変更するために、前記多次元ガスクロマト
グラフ相当のアウトプットに基づき、前記改質装置ユニットの操作を変更する工程と
を含む、方法。
【請求項２１】
　前記操作を変更する工程が、前記改質装置ユニットからの前記生産物流を変更するため
に前記改質装置ユニットの操作を変更するために、前記多次元ガスクロマトグラフ相当の
アウトプットをユニット性能モデルに入力する工程を含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ユニット性能モデルからアウトプットを得る工程と、
　前記ユニット性能モデルからの前記アウトプットに基づき、前記改質装置ユニットの操
作を調節する工程と
をさらに含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記原料および前記生産物流のうち少なくとも１つを分析する工程が、前記原料を分析
する工程を含む、請求項２０に記載の方法。
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